
「元気が一番」塾           2006.12.16 優しい風（Loving-wind）仲島 

「３学期にしておきたいこと」 

３学期は１年間のまとめの学期です。何かをしよう、クラスの軌跡、一人ひとりの軌跡を！ 

 

１．３学期は計画的にすすめる。  ボォーとしているとアッという間に過ぎてしまう 

 ・最後の日の修了式、卒業式を意識して計画をたてていく。 

・心の残る行事を計画しよう。心を合わせる行事はどんな行事か。 

・記録をきちんと残してやる。自分たちの良さや伸びを成長記録として 

 

２．３学期の軌跡その１。 ～学級通信や文集のまとめ方～ 

 ・何かでまとめる工夫を。自分の軌跡、クラスの軌跡が残るのはとてもいいこと。  

・学級通信も文集もきちんとした形でまとめる。きちんと製本（手作りでも十分）すれば、

ずっと置いておきたくなる。ファイルにまとめたものは、いつかは捨てられる。 

  

３．３学期の軌跡その２。 ～３０日日記のすすめ～ 

        ・一年を通しての日記はしんどくても３学期だけなら、 

それも３０日なら子どもも先生もがんばれる。子どもと交換日記。 

・小さなノートで書くと書きやすいし、持ち運びしやすい。 

 

６．３学期の軌跡その３。 ～最後の懇談会はしっかり計画を～ 

・最後の懇談会は特別バージョン。保護者も「あーよかったな」と思える懇談会に。 

・１年を振り返るものを（ビデオ、作文、お話等、感動秘話を） 

・参加の保護者には、その子のいいところを全員の前で先生から話してやる。 

 

７．３学期の軌跡その４。 ～卒業論文発表会～ 

 ・きちんと発表会を計画し、きちんと発表させる。机、マイク、演題も書く。 

・発表会では、３分以内にきちんと話すように練習を何度もする。緊張も大事！ 

・しっかり発表出来た という自信をもたせなければ意味がない。自信が大事！ 

 

８．３学期の軌跡その５。 ～みんなでマラソン世界記録を～ 

         ・42.195ｋｍを駅伝形式でクラスでたすきリレーで世界新記録をねらって走る 

・運動場を○○○周で 42.195ｋｍ。それには一人○ｍずつ○回走る。 

・意外としんどい、なかなか破れない世界記録。でも心に残るチャレンジになる。 

        

９．３学期の軌跡その６。 ～「一人ひとりへの卒業証書」我がクラスの卒業式～ 

        ・一人ひとりに、担任のコメントを書いた○年○組の卒業証書を渡す。 

        ・一生、心に残る担任の言葉。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ １月の予定 １月２０日（土）10:00～ 若竹公民館 

        班づくりの方法は？ 一人ひとりが生き生きする班とは？ 

  ２月の予定 ２月１７日（土）10:00～ 若竹公民館 

        子どもを生かす指導案の書き方 

  ３月の予定 ３月１７日（土）10:00～ 若竹公民館 

        ４月学級開きをどうするか 

 


